
札幌市公文書館の書庫に、軸装されて木箱に

収められた、ひときわ大きな図面があります。縦約

１５１㎝、横約２２８㎝、「中島公園設計図」という表

題が書かれたその図面は、明治４０年(１９０７)、当時

の札幌区(現在の札幌市)からの依頼により、造園家・

長岡安平氏と助手・田中真二郎氏が作成したもの

で、公文書館にはこの図に関連して、「中島公園

設計書」「中島公園予算調書」などの公文書も残さ

れています。 

中島公園のあたりには、もともと豊平川の分流

が流れており、明治初期には貯木場が作られてい

ました。明治１９年(１８８６)、札幌区に編入され、中

島遊園地として整備が始まると、民間の公開庭園

である岡田花園や料亭、競馬場や物産陳列場な

どが開設され、多くの人々で賑わうようになりまし

た。 

競馬場が規模拡大のため、明治３９年限りで移

転することになり、札幌区は中島遊園地を公園とし

て全体的に整備するため、当時造園の第一人者

であった長岡安平氏に設計を依頼しました。札幌

区は、円山公園と大通火防線（大通公園）の公園設

計 

計についても長岡氏に依頼していますが、札幌市

公文書館には中島公園関係の設計図・文書のみ

が特定重要公文書として保存されています。 

長岡氏は明治１１年(１８７８)から東京府に奉職し、

大正初期に至るまで、東京を始め全国各地で数

多くの公園を設計し、近代日本黎明期の造園技術

者・公園行政官として大きな功績を残しています。 

長岡氏は、中島遊園地が市街地に接していな

がら老樹が繁茂し、山川の風光に富む景勝地で

あり、少しの人工を加えれば多くの来訪者が楽し

める公園になるとして、全体を３区に分けて整備す

る方針を設計書に示しました。 

現在の中島公園の東側を走る豊水通と、鴨々

川に挟まれた中央の第１区は、主として自然の美

景を利用し、在来の池を拡張して遊船場とし、運

動場や丘を作り、既存の岡田花園を改良するとし

ています。 

その東側の豊水通と豊平川に挟まれた第２区は、

自然的動物園を設置して鹿などの動物を放養す

るとともに、湧水を利用した大池を新設して魚や鳥

を放養する一方、北側を公会堂建設予定地として
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います。 

鴨々川の西側の第３区には、池と梅林を新設す

るとともに、西隅には４,０００坪の遊泳池を造成す

るとしています。 

中島公園設計図には、西を上としてこれら３つ

の区域における川や池、石組み、通路、橋、四阿

（あずまや）、井戸、藤棚、遊具、ベンチ、桜・梅・在

来樹木などの形が彩色で細かく描かれ、公会堂建

設予定地や物産陳列場、割烹店、売店などの位

置も示されており、設計書の内容を具体的に示す

詳細な図面ですが、見た目にも美しく一幅の絵画

のようでもあります。 

札幌区はこの設計を基本として中島の公園づく

りを進めて行きましたが、長岡氏の設計どおりにな

らなかったところもあります。大正７年(１９１８)の開道 

五十年記念北海道博覧会を機に、公園整備や周

辺の市街地開発が進み、さらにその後も施設の新

設・改廃や公園の再整備が積み重ねられて行きま

した。現在では、設計図の第１区の大部分と第３区

の一部が中島公園の敷地となっていますが、第２

区はマンションなどの建ち並ぶ市街地となってい

ます。 

中島公園設計図は、明治後期における札幌区

の公園行政を具体的・視覚的に検証できる公文書

であるとともに、同時期の日本の公園整備におけ

る長岡安平氏の業績を示す貴重な資料となって

います。          （公文書館長 綿貫真人）

（さっぽろ閑話：2015年6月13日開催） 

１ 島判官の勘違い

明治２年（１８６９）２月、戊辰戦争中の会津の戦い

で敗れ降伏した会津藩の捕虜を、蝦夷地の小垂

内（小樽）、石狩、発作部（発寒）へ移住させる兵部省

の計画が承認された（国立公文書館『公文録』など）。そ

こは、その後北海道に国郡を設定した際に小樽

郡・石狩郡・札幌郡に含まれた地域であった。しか

し開拓使が発足し、「北海道」の命名と１１ヶ国８６

郡が設定されたことに伴い、兵部省の管轄地は小

樽郡・高島郡・石狩郡となった。 

一方開拓使は、島判官を石狩へ派遣して石狩

（札幌）本府の建設に取りかかったが、その際先行

して石狩に来ていた兵部省の担当者と管轄地のこ

とで論争が起こり、その協議協定書が残っている。 

  一石狩川上トウベツヲ始其地近辺ハ惣而石狩郡之内ニ有

之候事 

  一シノロ之義者札幌郡之内ニ候得共此後開墾方之義便利

ニヨリ兵部省ヨリ手下シ可致候事  但是迄居合住之農夫

者開拓使ニ而取扱候事 

  一ハラトヲ始ハンナンコロ近辺ハ石狩郡之内勿論之事 

  一国郡経界之明細ハ絵図面ニ而分明候事 

（『開拓使兵部省取極書』 北大図） 

この協定書を見ると、札幌側から見て石狩川を

挟んで北岸となる当別は石狩郡、伏古川や琴似

川に沿った地域の最北部の篠路は札幌郡、発寒

川河口部の茨戸やその西部の花畔は石狩郡とし

ている。協議の中心は、川筋で見ると伏古川・琴

似川・発寒川流域の帰属である。郡の境界で考え

ると、石狩郡と札幌郡の境界がどこであったかに

関する協議であった。 

 それに対して、郡名を決めたときの松浦武四郎

が提出した建言書には、石狩郡と札幌郡について

以下の様になっている。 

石狩郡 下川郡 海岸南「ヲタルナイ」北「アツタ」領界と

して四里八丁川筋八寒当別津石狩等此郡に附す。（略） 

札 郡 察 郡 津石狩川口より上サツホロ、下サツホ

ロ、樋平辺渾テ此一郡に仕置候事（後略） 

（松浦武四郎『郡名之義ニ付申上書付』 北大図） 

札幌郡は豊平川流域を示す表現となっている。

発寒川と当別川そして豊平川の河口にあるツイシ

カリは石狩郡としている。その時に参考として示さ

れた『国郡検討図』では、当時の豊平川沿いが札

幌郡で、伏古川・琴似川・発寒川沿いはすべて石



狩郡となっている。上図はそれを地図に落としたも

のである（筆者作成）。 

これらの点から考えると、境界に関する協議は、

開拓使側の認識の誤りから行われた可能性が高

い。その原因は、松浦武四郎の建言や検討図が

曖昧であったこと、大久保利通と副島種臣宛の島

判官書簡に、「石狩国銭函」という表現が見られる

ことから、島判官の認識に誤りがあったことなどで

ある。島判官が松浦宛に、持参した検討図の写し

に貼られた境界線を示す紙が勝手に移されてい

た、と言い訳しているのはそのためであろう。 

２ 大友亀太郎の開墾と庚午移民 

以上のようなことを「さっぽろ閑話」で話したが、

閑話のために調べていて次のようなことも考えて

みた。 

島判官は、札幌村で御手作場の開墾を手がけ

ていた大友亀太郎を招請したが、兵部省に先んじ

られていたため断られた。 

大友亀太郎の履歴によると、会津降伏人の入植

のために拓いたところはトウベ

ツ山の開墾場とあるから、当別

の方と考えられる（「大友亀太郎文

書」 『新札幌市史』 第６巻）。 

しかし明治３年春に島判官が

去り、岩村判官が巡視に来てい

る最中の十文字大主典の書簡

に、札幌村の開墾場に五、六百

軒を移すことが出来るとある（道

文 『上局書類』 2391）。

大友の御手作場の経営は、

ある程度の将来を見込んで進

められていて、会津降伏人を含

む新たな入植者を視野に入れ

ていたようである。一方島判官

の『石狩大府指図』には、新た

な村として「豊平村」が札幌（豊平）

川東岸に書き込まれている。島

判官の募集した移民を入植させ

ようとしたところであろう。そして

島判官はそのために開墾（田畑

切り起こし）人夫を南部藩に要求していた。移民が入

植する前に開墾を進めておくことを考えていたの

である。 

十文字は、札幌村開墾地に入植させると切り起

こしも出来、直ぐに作物を蒔き付けることが出来る

と岩村に申し入れている（同前）。そして実際に移住

してきた庚午移民は、豊平村ではなく丘珠村・苗

穂村・札幌新村・円山村に入植した。円山村以外

の丘珠村・苗穂村・新村は、大友亀太郎が経営し

た御手作場（札幌元村）に隣接した地域である。おそ

らく先の札幌村の開墾場へ入植させたのであろう。 

開拓使と兵部省は、その管轄地について多少

の齟齬を起こしたが、開拓使は、先行して進めら

れていた兵部省の会津降伏人移住計画や、大友

亀太郎の御手作場経営を利用して開拓政策を進

めたようだ。      （札幌市公文書館 榎本洋介）

※北大図…北海道大学附属図書館 

※道文……北海道立文書館 



２０１５年６月２６日、北海道教育大学札幌校の社

会科系の講義の一環として、「樺太からの引揚者と

「月寒」「北２４条」の住宅街形成」というテーマで講演

を行った。本稿ではその概要を簡単に報告すること

とする(1)。 

本講演の話の舞台となる「月寒」「北２４条」両地区

は、今ではたくさんの住宅やお店が並んでいる。し

かし戦前からこのような街並みだったわけではない。

戦前の「月寒」では歩兵第２５連隊の兵舎が並び、

「北２４条」は札幌飛行場があるだけで、畑や空地が

広がっている地域であった。両地区の共通点は、戦

後樺太からの引揚者が多く入ったことがきっかけで

住宅街を形成したことである。 

「月寒」「北２４条」の変遷を見る前に、まずは樺太

からの引揚げについて確認しよう。樺太は稚内から

北へ約４０km に位置し、戦前は大泊～稚内間が連

絡船で約８時間、現在はコルサコフ～稚内がフェリ

ーで約５時間半と、北海道からは近い位置にある。

日露戦争後の１９０５年から１９４５年まで約４０年間日

本が領有し、最大４０万人が住んでいた。１９４５年８

月９日ソ連軍は樺太に侵攻し、それを受けて８月１３

日から老人や女性、子供を中心に「緊急疎開」が開

始され、約７万６千人が北海道へ引揚げた。停戦協

定が結ばれ戦争が終わったのは、玉音放送から１週

間後の８月２２日であった。翌２３日にはソ連軍により

宗谷海峡が封鎖され、「緊急疎開」は中止された。し

かし宗谷海峡封鎖後も、漁船等を使って樺太から北

海道へ約２万３千人が「脱出」したという。残った住民

たちに引揚げの許可がおりたのは１９４６年１２月であ

った、以後１９４９年までに約２７万人が北海道へ引揚

げた。 

これら樺太からの引揚者の特徴の一つは、“無縁

故者”が多かったこと、そして特徴の二つ目は引揚

げ後、北海道に定着した人が多かったこと（約６割）で

ある。こうして戦後北海道には多くの引揚者がやって

きたため人口が急増し、１９４５年には３５１万人であ

った北海道の人口は、１９５０年には４２９万人に膨れ 

上がった。それにより、深刻化したのは住宅不足で

あった。戦後道外の住宅不足の主な要因は、戦災に

よる都市集中によるものであった。しかし北海道の場

合、戦災による住宅被害率は全国平均の１５％に比

べわずか１％であり、戦後の急激な人口増加が住宅

不足の直接的要因であった(2)。 

北海道へ上陸した引揚者のうち、無縁故者は道庁

の割当てにより全道各地へと散らばって行ったが、

札幌市ではこの割当てが多かったため、多くの引揚

者がやって来た。また一度他の市町村に定着した後

に、仕事を求めて札幌へ転入してくる引揚者もいたと

いう。 

それでは、札幌市ではどのように引揚者を受入れ

たのか見てみよう。１９５０年の札幌の人口は３１万人、

その内３万４千人が外地からの引揚者、樺太からは

その約１万９５００人であった。当初、無縁故者を「愛

隣館」（豊平）や「明啓院」（苗穂）といった社会福祉事

業施設等に収容したり、「武徳殿」の弓道場（【写真１】）

や「円山公会堂」、「月寒」や「丘珠」にあった軍の旧

兵舎等、市内の公共建物を転用して引揚者寮とした。

特に「月寒」では軍の旧兵舎に約３千～４千人を収

容し、“一大引揚者街”を形成した（【写真２】）。このよう

に最初は空いている建物を利用した引揚者寮が無

縁故者たちの住宅であった。しかしこれらの引揚者

寮はトイレや流しも共同で、建物も古く衛生的にも問

題があった。 

そこで個別の引揚者住宅を建てることになり、選ば

れた場所が「北２４条」である。「北２４条」は前述の通

り広い土地が空いていた。この引揚者住宅の建設は

１９４６年から始まったが、建設された引揚者住宅は

木造の応急的なもので、中には廃材を利用して建て

たものもあった（【写真３】）。 

１９４９年度から１９５２年度にかけて、「丘珠」や「愛

隣館」や「武徳殿」などの引揚者寮は徐々に廃止さ

れ、入居者は「北 24条」の引揚者住宅へ移転した。 

こうして「北２４条」にも「月寒」同様に“引揚者住宅

街”が形成されていった。 



このように、引揚者寮から個別の引揚者住宅への

移行が進んでいったが、「月寒」の旧兵舎を転用した

引揚者寮には、未だ多くの引揚者が残っていた。 

そこで１９５３年度より政府の方針で「引揚者疎開

住宅」が建設されることとなり、「月寒」の旧兵舎は順

次廃止されることとなった。しかしこの制度も１９５７年

で廃止となり、「月寒」には１９棟の旧兵舎に引揚者

が残されてしまうこととなった。 

転機が訪れたのは１９６０年のことである。老朽化し

た住宅等のスラム化を防ぐため「住宅地区改良法」制

定され、「月寒」「北２４条」両地区は、住宅改良地区

に指定された（【写真４、５】）。これにより、旧兵舎を転

用した「月寒」の引揚者寮と、応急的に建てられた

「北２４条」の木造の引揚者住宅は、モダンな市営の

鉄筋アパートとなり、入居募集が始まると「月寒」では

６６～７４倍、「北２４条」は２３～３２倍という高倍率の

人気物件となった。 

住宅改良事業は１９６９年に終了し、終戦から２０年

以上経てやっと引揚者住宅は姿を消した。「月寒」

「北２４条」の両地区は、建物が空いていた「月寒」と、

土地が空いていた「北２４条」と、特徴が二分されるが、

いずれも引揚者が入って来たことがきっかけで現在

のような住宅街を形成した。「北２４条」は現在では

「北の都心」と呼ばれるまでに発展し、「月寒」は引揚

者住宅街から、一大公営住宅街へと移り変わってい

った。戦前の軍兵舎は兵士の収容から引揚者の収

容へと用途を変え、戦後２０年以上経過した後、都市

再開発の中でようやく姿を消した。この時建てられた

鉄筋アパートは今でも残っている。 

ここで引揚者住宅が姿を消した頃の時代背景を

【表１】で見てみよう。この頃日本は東京五輪と札幌

五輪に向け、五輪ムードで盛り上がっていた。『オリ

ンピックをめざして 札幌市のまちづくりと５年計画』

（札幌市 １９６８）によると、札幌市が五輪に向けて建て

た五カ年計画の中に、「老朽化した引揚者住宅を高

層アパートへ」という項目がある。五輪と引揚者住宅

の建て替えにはどんな関係があるのだろうか。さらに、

現在も２０２０年東京五輪、２０２６年札幌五輪招致と

再び五輪ムードで盛り上がりを見せているが、今後、

東京や札幌の街並みにどのような変化が起こるのか

注目してほしいと、学生たちへ問題提起をして講演

を終えた。 

後日、講演を聞いた学生たちから「自分の住んで

いる土地について調べてみたい」「公文書館に足を

運んでみたい」「教員になっても郷土史を学びたい」

といった感想文が寄せられた。中にはこの講演をき

っかけに、樺太や引揚げについて関心を持ち、自分

で調べた内容を記述してくれた学生もいた。 

この講演を通じ、自分たちの住む地域の成り立ち

に関心を持ち、公文書館について知ってもらい、

日々の研究や将来教員となった時の職務に公文書

館を利用して頂ければ、本講演を行った意義も大き

くなるであろう。     （公文書館専門員 木村由美） 

(1) 本講演は筆者著「戦後樺太からの引揚者と北海道－都市

部と炭鉱都市を中心に－」（北大史学会編『北大史学 第５３

号』２０１４年）を元に加筆したものである。 

(2) 北海道建築部住宅課『住宅年報１９４５－１９５４』（道立文

書館 １９５５年Ｐ７） 

【表１】住宅改良事業とオリンピック 

 年 事  項 

１９５９年 東京五輪開催決定 

１９６０年 住宅地区改良法 

１９６４年 東京五輪開催 

１９６６年 札幌五輪開催決定 

１９６９年 住宅改良事業完了 

１９７２年 札幌五輪開催 

【写真１】南３条西１６丁目にあった武徳殿弓道場 

（１９３２年 公文書館所蔵） 



【写真３】応急的に建てられた「北２４条」の引揚者住宅 

（１９６８年『札幌市住宅年報』より） 

【写真２】旧兵舎を転用した「月寒」の引揚者住宅 
（１９６０年『豊平町要覧』より） 

【写真４】「月寒」の住宅改良地区 

（筆者加筆 １９６７年 公文書館所蔵） 

現：月寒体育館 

旧兵舎を利用した引

揚者寮 

36
号 
線 

札
幌
方
面

住宅改良事業によ

り建てられた市営

の鉄筋アパート 

住宅改良事業により建てられ

た市営の鉄筋アパート 

旧市電車庫 

（現：サンプラザ） 

北２４西４ 

引揚者住宅らしき木造住宅が見える。 

札幌飛行場があった辺り

【写真５】「北２４条」の住宅改良地区 

（筆者加筆 １９６８年『札幌市住宅年報』） 

麻生方面 



閲覧室だより③

札幌市公文書館の閲覧室には小学生から９０代ま

で、さまざまな方が来られる。その目的も調査・研究、

刊行物の編さん、ＴＶの番組制作、広告掲載、ご先

祖の調査等と多岐にわたる。 

所蔵資料は、特定重要公文書を中核として行政資

料、図書、写真、地図、絵葉書、新聞スクラップ、私

文書等の他、ＣＤやＤＶＤ等の視聴覚資料がある。

資料群の中核を成す特定重要公文書とは、本市の

職員が作成・取得した文書であり、政策決定までの

活動の記録である。 

また、利用者の多様な情報ニーズに対応し、特定

重要公文書の補完的役割を果たすものとして、行政

資料、企業・学校・町内会等の記念誌や団体史、郷

土史等の地域文献類の収集と提供も行なっている。 

特定重要公文書も一般所蔵資料も、公文書館の

ホームページや閲覧室の検索機で目録検索が可能

である。検索については、利用者の要望や調査内容

によって専門員がサポートを行なっている。

レファレンスサービスは、カウンターの他、電話、Ｆ

ＡＸ、Ｅメール、文書でも受け付けており、閲覧室に

は毎日、利用者からさまざまな質問が寄せられてい

る。

 ここからは、私が担当したレファレンスに限定して、

質問の受付から回答までの一部を紹介する。 

この質問の場合、利用者との応答の過程で「数値

等が……」という要望があった。探されている資料が

単なる読み物ではないことを確認して、下記の資料

を紹介した。提供した資料は要望に適っていたよう

だが、今後も調査を続けられるということなので、「当

該資料の出典を手がかりにお調べになったらいかが

でしょうか」と提案した。 

「官傭お雇い外国人の省庁別・国籍別表」『新札幌市史』

第２巻通史２（札幌市 １９９１）、「付録 開拓使お雇い外

国人総覧」『お雇い外国人⑬開拓』（原田一典 １９７６）、

「付録 明治初年各官庁建設関係お雇い外国人一覧表」

『お雇い外国人⑮建築・土木』（村松貞次郎 １９７６） 

札幌まつりのＴＶ中継の冒頭で視聴者に説明する

というもの。放送日と回答期限を確認して調査に入っ

た。この質問の場合、資料の中の特定の文章や情報

を探し出すという調査になり、記録された事実を提示

することが回答となる。回答が電話の場合、年代等の

数値情報に誤りや聞き違いが生じないように復唱し

ている。利用者には下記の資料の書誌的事項をメモ

していただき、レファレンスを終えた。 

『新札幌市史』第８巻Ⅱ年表・索引（札幌市 ２００８）、『北

海道神宮史』上（北海道神宮 １９９１）、『さっぽろ文庫』

３９ 札幌の寺社（札幌市 １９８６）、『さっぽろ文庫』６８ 

札幌まつり（札幌市 １９９４）、『さっぽろ文庫』８４ 中島

公園（札幌市 １９９８） 

※質問内容によっては電話で対応しかねる場合もある。 

最初に、利用者の方の調査状況を確認した。地域

資料は既に調査済みであったが、この組織の文献・

資料が見つからないということだった。当館の所蔵検

索でも該当する資料がなかったため、利用者に確認

して他機関のホームページで目録検索をした。結果、

２カ所の類縁機関にこの組織に関する資料が所蔵さ

れていた。利用者に調査した所蔵機関名称、書誌的

情報を伝えて回答に代えた。 

＜事例その１：カウンター＞ 

開拓使時代に来道したお雇い外国人の国籍や人数を知りた

い。数値等が正確にわかる資料を閲覧したい。 

資料と人を結ぶ

～レファレンスサービス～

＜事例その２：電話＞ 

札幌まつりが中島公園で行なわれるようになったのはいつか

らか？その理由は？札幌まつりが過去に中止になったことが

あったというが、それはいつのことか？その理由は何か？ 

＜事例その３：カウンター＞ 

「北海道開進会社」について調べている。資料はあるか？ 
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当館では、質問を受けた専門員が責任を持ってレ

ファレンスサービスを行なっている。同時に全員で協

力し合い、それぞれが利用者のお話しから必要な情

報を見極め、資料提供と回答を行なうように努めてい

る。 

このレファレンスサービスについては、公文書館の

前身である「札幌市文化資料室・郷土史相談室」の

時代から蓄積された知識と実践の継承がある。

それは自分たちだけで作ってきたものではなく、

長い時をかけて利用者の方々との対話の中で育ま

れ、結実したものである。真摯に人と資料に向き合う 

姿勢を、日々の業務の積み重ねの中でも忘れずに

大切に受け継いでいきたい。 

社会・文化資源である記録・資料は、これまでの社

会がどのように形成されてきたかを知る「知の集積」

であり、それが私たちにこれからどのような社会を築

こうとすべきかを教えてくれるはずである。 

 札幌市公文書館を、市政を知り、札幌の歴史を知り、

地域理解を深めるための情報拠点として、皆さまに

ご活用いただければ幸いである。 

 （公文書館専門員 藤川美智子） 

さっぽろ閑話 

平成２８年２月６日（土）

１４時から１時間程度、申込不要。 

テーマ 

「第１回雪まつりは２日間？１日間？」 

古文書講座（中級） 

平成２８年２月２０日（土）、２月２７日

（土）、３月５日(土)  全３回。 

１４時～１６時 

対象は市内居住者か通勤者で、多少

古文書が読める方。 

定員５０名(申込多数時抽選)。

☆お申込方法（古文書講座） 

往復ハガキに、講座名、住所、郵便番号、氏名

（ふりがな）、年齢、電話番号、返信先をご記入の

うえ、下記住所までお送りください。２月１２日(金)

必着。一通につきお一人様のお申し込みです。 

開館時間：８時４５分～１７時１５分 

入館料：無料 

休館日：日・月・祝日 

年末年始（１２月２９日～１月３日） 

★平成２８年２月１０日（水）及び３月１６日（水）は

臨時休館とさせていただきます。 

交通アクセス：●東豊線「豊水すすき

の」駅下車６・７番出口から徒歩３分。 

●南北線「中島公園」駅下車１・２番出口

から徒歩５分 

♪閲覧室・展示室がご利用になれます 

♪ご来館の際は公共交通機関でお越しください。 

さっぽろ市

02-B01-15-1705 

27-2-1007 


